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が
あ
り
、
ま
た
戦
没
者
の
皆
々
様
が
、
私
達
の
身
代
わ
り

に
な
ら
れ
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
合

掌
）

散
っ
た
桜
に

散
る
桜

残
る
桜
も

散
る
桜

追

憶
愛
知
県

村

田

治

夫

八
十
年
を
遡
っ
て
話
す
こ
と
は
種
々
あ
り
ま
し
た
が
、

苦
し
か
っ
た
こ
と
は
忘
れ
易
く
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
頭

に
残
っ
て
い
ま
す
。

愛
知
県
津
島
に
て
生
を
受
け
、
祖
父
母
、
両
親
の
下
に

（
兄
弟
）
男
六
人
女
三
人
の
十
三
人
家
族
で
、
私
は
次
男

で
し
た
。
祖
先
は
岐
阜
県
養
老
の
出
身
で
、
祖
母
は
九
十

七
歳
で
他
界
致
し
ま
し
た
が
、
こ
の
祖
母
に
父
は
背
負
わ

れ
て
津
島
に
出
て
来
た
そ
う
で
す
。
当
時
は
私
の
家
族
の

ご
と
く
各
家
庭
は
大
家
族
で
、
子
供
は
五
人
、
六
人
は
普

通
で
し
た
。
が
、
生
活
は
苦
し
く
と
も
和
気
藹
々
の
日
々

で
、
朝
な
夕
な
笑
い
声
の
絶
え
る
こ
と
な
く
実
に
頰
笑
ま

し
い
風
景
で
し
た
。
現
代
の
よ
う
な
核
家
族
社
会
が
何
故

で
き
た
の
か
、
自
由
主
義
が
利
己
主
義
と
化
せ
し
た
め
だ

ろ
う
か
と
老
人
は
考
え
る
。

父
は
当
時
、
毛
織
物
で
全
国
的
に
そ
の
名
を
覇
せ
て
い

た
尾
張
の
西
地
区
（
尾
西
地
区
）
の
当
時
日
本
で
は
屈
指

の
羊
毛
織
物
会
社
「
片
岡
毛
織
」
に
入
社
し
て
実
直
に
働

き
、
後
に
は
非
常
勤
重
役
の
席
に
も
座
し
ま
し
た
。
親
父

の
真
面
目
に
働
い
た
賜
物
で
、
昭
和
初
期
の
大
恐
慌
時

も
、
贅
沢
で
は
無
い
が
、
ま
あ
豊
か
な
生
活
が
で
き
ま
し

た
。父

が
学
校
は
上
級
校
に
進
め
と
申
さ
れ
ま
し
た
が
兄
弟

の
多
い
大
家
族
で
す
、
普
通
の
高
等
科
に
進
み
ま
し
た
。

卒
業
と
同
時
に
父
の
在
籍
し
て
い
た
片
岡
毛
織
に
入
社
し

て
一
年
間
無
事
に
働
き
ま
し
た
が
勉
学
の
志
や
み
が
た

く
、
友
人
の
推
薦
で
日
本
車
輌
の
労
務
課
の
上
司
に
願

い
、
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
春
入
社
、
正
社
員
と
し

て
働
き
ま
し
た
。
夜
間
は
、
県
立
旧
制
工
業
中
学
校
に
通
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学
し
ま
し
た
。
勿
論
下
宿
生
活
で
深
夜
ま
で
机
に
向
か
っ

て
頑
張
っ
て
お
り
ま
し
た
。

時
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
大
東
亜
戦
争
が
勃
発

し
ま
し
た
。
自
分
も
明
後
年
は
徴
兵
検
査
だ
。
頑
健
な
身

体
故
に
軍
人
に
な
る
は
必
定
、
な
ら
ば
一
年
で
も
「
先
手

を
打
っ
て
」
特
別
志
願
し
て
や
ろ
う
、
と
役
所
の
兵
時
課

に
申
請
し
ま
し
た
。

先
輩
達
に
陸
軍
と
海
軍
の
話
を
聴
き
ま
し
た
。
結
果
自

分
は
海
軍
を
希
望
し
て
受
験
し
ま
し
た
。
昭
和
十
六
年
晩

夏
だ
っ
た
、
現
役
の
連
中
と
特
別
志
願
者
と
同
一
会
場
で

検
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
見
事
甲
種
合
格
で
し
た
。
翌
年

一
月
大
竹
海
兵
団
へ
の
入
団
通
知
書
が
届
き
ま
し
た
。
早

速
会
社
で
は
壮
行
会
を
し
て
頂
き
、
津
島
の
自
宅
で
は
親

戚
や
友
人
達
に
激
励
会
で
見
送
ら
れ
、
名
古
屋
駅
前
で

「
万
歳

万
歳

」
の
声
援
で
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

大
竹
海
兵
団
で
は
、
東
海
・
近
畿
・
中
四
国
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
優
秀
な
軍
人
の
卵
が
相
集
い
ま
し
た
。
一
瞬
「
こ

れ
は
大
変
だ
、
頑
張
る
ぞ
」
と
心
に
誓
い
ま
し
た
。
入
団

翌
日
か
ら
陸
上
訓
練
（
陸
戦
隊
の
基
礎
）、
カ
ッ
タ
ー

（
短
艇
漕
ぎ
）、
手
旗
信
号
（
モ
ー
ル
ス
）
な
ど
種
々
の
学

科
が
あ
り
、
一
分
隊
三
十
人
に
教
官
、
教
育
係
が
お
り
充

分
「
海
軍
軍
人
精
神
」
も
叩
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
同
年
八

月
に
次
の
命
令
に
て
退
団
で
き
ま
し
た
。

瀬
戸
内
海
要
塞
地
帯
に
あ
る
大
須
山
砲
台
に
勤
務
し
ま

し
た
。
当
所
の
勤
務
は
古
年
次
兵
隊
の
世
話
を
す
る
く
ら

い
で
、
取
り
立
て
て
申
し
上
げ
る
こ
と
も
な
く
、
毎
日
の

ん
び
り
海
路
を
往
来
す
る
船
舶
を
眺
め
て
お
り
ま
し
た
。

分
隊
士
（
人
事
係
特
務
曹
長
）
か
ら
「
村
田
。
館
山
砲
術

学
校
へ
行
け
」
と
命
ぜ
ら
れ
ま
し
て
昭
和
十
八
年
五
月
同

校
に
入
隊
し
ま
し
た
。
約
三
カ
月
（
一
二
・
七
セ
ン
チ
高

角
砲
）
に
つ
い
て
徹
底
的
に
勉
強
し
ま
し
た
。
同
年
八
月

卒
業
し
ま
し
て
呉
の
海
軍
兵
学
校
第
一
分
隊
に
所
属
し
ま

し
た
。

一
個
分
隊
は
陸
軍
の
一
個
中
隊
で
す
。
私
も
入
団
以
来

一
年
半
余
り
を
経
過
し
ま
し
た
。
少
し
分
別
も
付
き
種
々

勉
強
し
ま
し
た
。
初
年
兵
の
教
育
助
手
な
ど
も
致
し
ま
し
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た
。
昭
和
十
九
年
六
月
、
海
軍
第
三
十
一
特
別
根
拠
地
隊

に
勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
海
軍
艦
艇
が
不
足
し

民
間
の
御
用
船
を
改
装
し
て
砲
座
を
造
り
、
急
造
の
護
衛

艦
で
し
た
。
勿
論
爆
雷
や
機
関
砲
は
充
分
装
備
し
、
対
航

空
機
と
潜
水
艦
対
策
は
充
分
に
行
い
ま
し
た
。
門
司
・
博

多
・
下
関
等
か
ら
陸
軍
部
隊
を
マ
ニ
ラ
に
輸
送
し
ま
し

た
。同

年
七
月
だ
っ
た
。
そ
の
船
舶
数
二
十
三
隻
、
歌
の
文

句
に
あ
る
「
あ
あ
堂
々
の
輸
送
船
…
…
」
の
よ
う
な
見
事

な
大
船
団
で
し
た
。
こ
の
船
団
の
一
部
は
台
湾
の
基
隆

に
、
主
力
は
マ
ニ
ラ
に
護
送
し
ま
し
た
。
自
分
の
艦
は

「
ラ
ク
ト
ウ
丸
」
で
し
た
。
一
度
高
雄
を
出
港
し
た
陸
軍

部
隊
満
載
の
御
用
輸
送
船
が
敵
潜
水
艦
の
魚
雷
に
て
沈
没

し
ま
し
た
。
救
急
救
助
す
べ
く
す
ぐ
海
に
行
き
ま
し
た
。

陸
軍
兵
は
全
員
褌
一
本
の
裸
で
第
一
船
倉
や
甲
板
に
鈴
な

り
に
乗
船
し
て
い
ま
し
た
。
沈
没
時
に
、
オ
イ
ル
に
依
る

火
焼
で
死
亡
さ
れ
た
人
が
多
か
っ
た
。
高
雄
の
病
院
に
運

ん
だ
が
助
か
っ
た
人
は
少
な
か
っ
た
と
思
う
。
こ
こ
は
敵

潜
の
好
餌
の
海
域
で
、
日
本
軍
と
し
て
は
「
魔
の
バ
シ
ー

海
峡
」
と
呼
称
し
て
お
り
、
自
分
た
ち
の
輸
送
護
衛
船
と

し
て
も
最
も
恐
れ
た
海
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
輸
送
護
衛

の
任
務
を
数
回
行
い
ま
し
た
。
最
終
に
は
マ
ニ
ラ
に
上
陸

し
ま
し
た
（
陸
戦
隊
要
員
だ
っ
た
と
思
う
）。

約
一
カ
月
程
過
ぎ
た
頃
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
第
十
四
方
面

軍
で
山
下
奉
文
大
将
の
隷
下
に
あ
り
、
海
軍
関
係
で
は
、

大
川
内
中
将
の
南
西
方
面
艦
隊
司
令
部
、
岩
渕
少
将
の
第

三
十
一
特
別
根
拠
地
隊
（
自
分
の
所
属
部
隊
）
が
あ
り
ま

し
た
。
約
一
カ
月
程
過
ぎ
た
頃
に
小
隊
は
ル
ソ
ン
島
最
北

端
の
港
町
ア
バ
リ
へ
行
け
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
数
隻
の
機

帆
船
に
分
乗
し
て
東
シ
ナ
海
側
を
北
進
し
ま
し
た
。

ち
な
み
に
当
時
、
ル
ソ
ン
島
は
持
久
作
戦
を
取
る
た
め

に
マ
ニ
ラ
東
方
山
岳
地
帯
（
マ
ニ
ラ
の
水
源
地
）
に
振
武

集
団
が
あ
り
横
山
中
将
の
下
に
約
八
万
余
人
の
軍
団
。
ま

た
西
方
山
岳
地
帯
（
含
バ
タ
ン
半
島
）
に
建
武
集
団
が
あ

り
塚
田
中
将
の
下
に
約
四
万
余
人
が
布
陣
し
ま
し
た
。
中

央
以
北
即
ち
山
下
大
将
直
轄
軍
団
尚
武
集
団
が
あ
り
、
十
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五
万
二
千
余
人
が
布
陣
し
ま
し
た
。

標
高
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
バ
ギ
オ
（
古
都
で
避
暑

地
）
か
ら
以
東
、
太
平
洋
岸
ま
で
を
カ
バ
ラ
リ
ヨ
山
脈
と

呼
び
、
北
部
ル
ソ
ン
島
の
大
河
カ
ガ
ヤ
ン
河
の
源
流
で
あ

る
。
五
号
国
道
が
こ
の
山
波
を
縫
っ
て
ア
バ
リ
に
通
じ
て

い
た
た
め
、
こ
の
港
湾
施
設
や
飛
行
場
は
絶
対
確
保
せ
ぬ

と
、
生
命
線
だ
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
カ
ガ
ヤ
ン

河
流
域
は
、
土
壌
豊
か
で
農
作
物
の
宝
庫
で
し
た
。

十
月
頃
に
台
湾
沖
海
空
戦
の
あ
っ
た
頃
に
ア
バ
リ
飛
行

場
に
も
敵
の
戦
爆
両
用
機
が
幾
編
隊
も
来
襲
し
ま
し
た
。

日
本
軍
は
虎
の
子
の
飛
行
機
が
ア
ッ
と
い
う
間
に
叩
か
れ

ま
し
た
。
敵
は
航
空
母
艦
を
主
力
と
し
た
一
大
機
動
部
隊

で
し
た
。
日
本
の
空
軍
は
こ
の
時
点
で
青
息
吐
息
の
状
態

で
し
た
。
敵
襲
の
時
に
高
角
砲
三
門
が
焼
け
付
く
程
発
射

し
ま
し
た
が
一
発
も
命
中
せ
ず
で
し
た
。
作
戦
を
立
て
て

敵
の
最
先
頭
の
一
番
機
（
指
揮
官
機
）
に
目
標
定
め
て
、

三
門
の
高
角
砲
を
同
時
発
射
し
ま
し
た
。
見
事
命
中
し
黒

煙
を
吹
き
な
が
ら
爆
発
墜
落
し
ま
し
た
。
思
わ
ず
「
万

歳

や
っ
た
」
と
叫
ん
だ
が
翌
日
が
大
変
で
し
た
。
空

が
黒
く
な
る
ほ
ど
敵
機
が
来
襲
し
、
雨
霰
と
爆
弾
を
投
下

し
ま
し
た
。
ア
バ
リ
空
港
は
蜂
の
巣
の
ご
と
く
滑
走
路
全

面
が
凸
凹
の
穴
ぼ
こ
と
化
し
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
十
二
月
二
十
日
頃
の
大
空
襲
で
は
港
湾
施

設
は
完
全
に
爆
破
炎
上
し
ま
し
た
。
三
日
間
ほ
ど
炎
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
尚
こ
の
ル
ソ
ン
北
部
地
帯
は
駿
兵
団

の
第
百
三
師
団
が
配
備
さ
れ
、
敵
の
上
陸
お
よ
び
落
下
傘

降
下
部
隊
に
備
え
て
守
備
し
て
い
ま
し
た
。
十
二
月
二
十

三
日
、
鉄
兵
団
が
「
江
の
島
丸
」
に
て
ア
バ
リ
港
に
入
ら

ん
と
し
ま
し
た
が
、
港
の
施
設
破
壊
炎
上
中
で
東
方
六
〇

キ
ロ
の
小
さ
な
漁
港
（
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
）
に
揚
陸
し
ま
し

た
。
岡
山
の
歩
兵
第
十
連
隊
の
精
鋭
で
し
た
。
同
船
も
早

急
に
台
湾
高
雄
に
引
き
返
せ
と
の
暁
船
舶
司
令
部
の
命
令

で
、
揚
陸
物
資
を
半
分
残
し
て
台
湾
に
返
っ
て
行
き
ま
し

た
。昭

和
二
十
年
元
旦
、
炊
事
係
の
努
力
で
餅
を
喰
い
、
北

方
に
向
か
っ
て
「
皇
居
遙
拝
」
を
し
ま
し
た
。
ま
た
マ
ニ
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ラ
に
あ
っ
た
海
軍
の
戦
友
達
、
海
軍
防
衛
隊
、
海
上
北
進

基
地
隊
は
共
に
華
々
し
く
戦
っ
た
と
戦
後
耳
に
し
ま
し

た
。
海
軍
魂
で
ベ
ニ
ヤ
ボ
ー
ト
で
夜
陰
に
紛
れ
て
敵
の
機

動
部
隊
に
突
入
し
た
隊
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
自

分
達
の
小
隊
は
暁
部
隊
の
船
舶
工
兵
隊
の
佐
藤
少
佐
の
指

揮
下
に
入
り
ま
し
た
。

バ
ト
リ
ナ
オ
と
い
う
小
さ
な
山
間
の
部
落
へ
撤
退
（
退

却
）
し
ま
し
た
。
食
料
は
充
分
温
存
し
、
医
薬
品
と
く
に

熱
帯
マ
ラ
リ
ア
の
特
効
薬
「
キ
ニ
ー
ネ
」
は
各
人
百
粒
入

り
の
小
壜
を
携
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
極
秘
で
し
た
。
陸

軍
は
食
料
は
勿
論
医
薬
品
等
も
皆
無
に
等
し
く
て
「
キ

ニ
ー
ネ
」
の
所
持
者
を
発
見
し
た
ら
銃
殺
さ
れ
る
ぞ
と
、

戦
友
間
で
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

戦
友
諸
兄
の
話
に
依
る
と
、
昭
和
十
七
・
十
八
・
十
九

年
こ
ろ
大
東
亜
海
域
の
港
湾
に
は
暁
船
舶
関
係
軍
団
が
必

ず
駐
留
し
て
、
兵
站
基
地
の
任
務
を
完
う
し
て
い
た
と
の

事
で
し
た
。
陸
軍
部
隊
も
死
に
物
狂
い
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
近
年
、（
社
）
軍
短
協
会
発
行
の
『
戦
友
会
調

査
』
資
料
を
見
せ
て
頂
き
、
往
時
の
戦
場
に
お
け
る
全
軍

の
活
動
が
掌
を
指
す
ご
と
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

他
は
さ
て
置
き
、
自
分
た
ち
の
働
い
た
海
域
及
び
比
島

戦
線
に
戦
い
散
っ
て
行
っ
た
人
々
の
こ
と
に
想
い
を
走
ら

す
昨
今
で
す
。

第
一
師
団
（
玉
兵
団
）
東
京
編
成
・
レ
イ
テ
戦
線
に
て

玉
砕
。

第
八
師
団
（
杉
兵
団
）
弘
前
編
成
・
ル
ソ
ン
島
・
一
部

レ
イ
テ
島
激
戦
。
玉
砕
戦
闘
。

第
十
師
団
（
鉄
兵
団
）
姫
路
編
成
・
ル
ソ
ン
島
・
バ
レ

テ
峠
に
て
百
日
攻
防
戦
に
て
、
玉
砕
戦
闘
。

第
十
九
師
団
（
虎
兵
団
）
朝
鮮
羅
南
・
北
部
ル
ソ
ン
島

に
玉
砕
戦
闘
。

第
二
十
三
師
団
（
旭
兵
団
）
熊
本
編
成
・
ル
ソ
ン
島
に

散
華
、
岩
仲
戦
車
旅
団
は
リ
ン
ガ
エ
ン
に
て
米
軍
戦

車
と
の
死
闘
。

第
二
十
六
師
団
（
泉
兵
団
）
華
北
か
ら
ル
ソ
ン
・
レ
イ

テ
で
死
闘
。

第
三
十
師
団
（
豹
兵
団
）
平
壌
（
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
）
編
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成
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
・
レ
イ
テ
に
て
死
闘
。

第
四
十
七
師
団
（
弾
兵
団
）
ル
ソ
ン
島
防
衛
戦
。

第
百
二
師
団
（
抜
兵
団
）
レ
イ
テ
・
セ
ブ
島
に
死
闘
。

第
百
三
師
団
（
駿
兵
団
）
ル
ソ
ン
島
・
カ
ガ
ヤ
ン
峡
谷

に
て
死
闘
展
開
。

第
百
五
師
団
（
勤
兵
団
）
比
島
ル
ソ
ン
に
て
激
闘
。

戦
車
第
二
師
団
（
撃
兵
団
）
リ
ン
ガ
エ
ン
平
野
に
て
米

軍
戦
車
軍
団
と
死
闘
、
以
後
サ
ラ
ク
サ
ク
峠
に
て
歩

兵
部
隊
に
改
編
激
闘
。

そ
の
他
た
く
さ
ん
の
、
旅
団
・
独
立
連
隊
・
部
隊
が
あ

り
、
自
分
達
海
軍
に
し
ま
し
て
も
、
数
多
く
の
陸
戦
軍
団

が
、
各
々
港
湾
を
は
じ
め
地
上
部
隊
と
し
て
随
所
で
活
躍

し
ま
し
た
。

前
述
の
鉄
兵
団
、
虎
兵
団
、
旭
兵
団
、
撃
戦
車
兵
団

等
々
は
昭
和
十
九
年
末
に
自
分
達
の
僚
船
が
、
そ
れ
ぞ
れ

比
島
の
港
湾
に
移
送
し
ま
し
た
。
自
分
は
北
部
ル
ソ
ン
の

山
中
で
暁
部
隊
、
佐
藤
少
佐
の
指
揮
下
に
入
り
ま
し
た
。

ゴ
ン
ザ
ガ
に
転
進
命
令
が
あ
り
二
十
五
ミ
リ
機
関
砲
は
自

分
の
責
任
に
お
い
て
携
行
し
ま
し
た
。
弾
薬
箱
は
重
量
が

あ
り
移
動
は
大
変
で
し
た
。
カ
ラ
バ
オ
（
水
牛
）
に
橇
を

引
か
せ
て
輸
送
に
利
用
し
ま
し
た
。

陸
軍
は
食
料
も
医
薬
も
無
く
栄
養
失
調
と
マ
ラ
リ
ア
と

で
、
熱
発
餓
死
者
が
多
く
出
て
、
移
動
の
途
中
で
行
路
病

者
の
ご
と
く
倒
れ
、
数
日
で
白
骨
化
し
て
白
骨
街
道
と
い

う
よ
う
な
惨
状
を
目
撃
し
ま
し
た
。
生
き
て
い
て
も
寝
て

い
る
時
に
目
や
鼻
や
口
元
に
蠅
が
来
て
い
た
ら
も
う
終
わ

り
で
す
。
残
念
な
が
ら
臨
終
間
近
だ
。
可
哀
想
だ
が
、
手

の
施
し
よ
う
が
無
か
っ
た
。
無
慈
悲
の
よ
う
だ
が
こ
れ
が

戦
争
な
の
だ
と
割
り
切
る
以
外
処
置
な
し
で
し
た
。

自
分
と
し
て
は
敵
と
の
交
戦
は
対
飛
行
機
だ
け
で
し
た

の
で
戦
場
そ
の
他
に
お
け
る
罪
悪
感
も
無
く
、
華
々
し
い

戦
果
も
ま
た
戦
禍
も
な
し
で
し
た
。

昭
和
二
十
年
九
月
中
旬
、
米
軍
特
使
に
よ
る
停
戦
の
通

達
が
あ
り
「
ホ
ッ
と
一
息
付
き
ま
し
た
」
と
こ
れ
が
偽
ら

ざ
る
心
境
で
し
た
。
正
式
の
終
戦
命
令
が
発
令
さ
れ
陣
地

を
後
に
下
山
し
ま
し
た
。
米
兵
が
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
で
迎
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え
て
く
れ
る
の
が
不
思
議
な
よ
う
で
し
た
。
た
だ
命
よ
り

大
切
に
扱
っ
た
「
天
皇
陛
下
」
か
ら
与
え
ら
れ
し
銃
火
器

は
米
軍
に
子
供
の
玩
具
の
ご
と
く
取
り
扱
わ
れ
足
蹴
り
に

さ
れ
た
時
は
、
腹
が
立
ち
顔
色
が
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。最

初
の
収
容
所
は
名
称
を
忘
れ
ま
し
た
が
、
三
カ
月
程

し
て
マ
ル
キ
ナ
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
、
毎
日
の
ん
び
り
と

遊
ん
で
い
ま
し
た
。
米
軍
宿
舎
の
軽
作
業
等
に
何
人
か
ず

つ
出
て
行
く
ぐ
ら
い
で
し
た
。
全
員
健
康
に
な
り
、
体
力

を
発
散
さ
せ
る
方
法
と
い
う
こ
と
で
相
撲
を
取
ろ
う
と
土

俵
を
作
り
、
各
隊
の
力
自
慢
が
集
ま
っ
て
「
発
揮

揚
々
」
と
毎
日
や
っ
て
い
ま
し
た
。

自
分
の
四し
股こ
名な
は
「
健
康
山
」
で
土
俵
に
上
が
っ
て
投

げ
た
り
倒
さ
れ
た
り
楽
し
く
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。
後
日
判
明
し
た
こ
と
で
す
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
昭

和
二
十
年
七
月
初
旬
に
比
島
戦
線
は
終
結
し
た
と
発
表
さ

れ
、
以
後
は
米
軍
か
ら
の
攻
撃
は
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。

停
戦
ま
で
の
二
カ
月
間
に
い
か
に
多
く
の
軍
人
が
生
命

を
落
し
た
か
と
思
う
時
、
残
念
で
致
し
方
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
は
無
事
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
が
「
水
漬
く
屍
、
草
む

す
屍
」
と
化
せ
し
同
胞
戦
友
を
偲
ぶ
時
、
未
来
永
劫
戦
争

の
無
き
こ
と
を
願
い
つ
つ
今
八
十
余
年
の
人
生
を
静
か
に

振
り
返
っ
て
い
ま
す
。
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